
職場体験（見学）学習・出前授業メニュー
※見て体験して学ぶ※



１ご挨拶
昨今、防衛省・自衛隊は、各種災害派遣活動や国際貢献活動等に伴うマスコミ報道及び基地及び駐

屯地記念日等の広報活動を通じて、多くの県民の皆様に御理解と御協力をいただいております。
そのような環境の中、県内小・中学校、高等学校に学ばれる生徒さん達の防災意識の高揚と、勤労

観・職業育成の一助のため防災教育等を中心とした職業体験・出前授業で自衛隊を活用いただいてお
ります。
しかしながら、支援内容等につきまして関係者の皆様から「内容が判らない。」とのお声があり、

このほど、自衛隊鳥取地方協力本部では、自衛隊部隊等で実施できる学習内容を御理解いただくため
「職場体験（見学）学習・出前授業メニュー」を作成いたしました。
近い将来、社会に向け巣立ち活躍される児童、生徒さんの皆様のキャリア教育の一環としてご活用い
ただければ幸いです。

２ 概 要
（１）職場体験（見学）学習とは
中国地方に所在する陸上自衛隊米子駐屯地、航空自衛隊美保基地及び高尾山分屯基地に来隊していた
だき実際に様々な体験（見学）を通じ「職業観・勤労観」「自分の将来を考える力」「社会とのかか
わり」などの場を提供いたします。
（２）出前授業とは
自衛隊鳥取地方協力本部に所属する陸海空自衛官を派遣し、各授業を通じ防災意識の向上及び社会生
活での知識と技術基盤を構築します。



米子駐屯地には、第８普通科連隊などが駐屯しています。主力
部隊の第８普通科連隊は、山陰地方全域の防衛・警備を担当し
ています。昨年、広島県で発生した豪雨災害時にも派遣されま
した。

美保基地には、第３輸送航空隊、美保管制隊等の部隊がありま
す。第３輸送航空隊は、物資・人員の航空輸送を実施していま
す。東日本大震災時は、所属する輸送機全てを持って、援助物

資や人員を輸送しました。

高尾山分屯基地には、西部航空警戒管制団第７警戒隊が所在し
３６５日、２４時間絶え間なく日本の空を警戒監視しています。
東日本大震災時には、所属する隊員や装備を被災地に派遣し、

支援を実施しました。

自衛官の募集、広報、自衛官の就職援護などを任務としている陸・
海・空自衛隊の協同機関です。全国各都道府県に設置され各県の特
性や特質を踏まえ地域に根付いた活動を行っています。

航空自衛隊 高尾山分屯基地

航空自衛隊 美保基地

自衛隊 鳥取地方協力本部

陸上自衛隊 米子駐屯地



学習項目 細項目 内 容 時間 最大人数

駐屯地見学

全般説明 駐屯地の概要等の説明

２ｈ ４０人
駐屯地内施設見学 駐屯地施設の説明・見学

装備品等見学 駐屯地に配備されている装備品等の説明・見学

資料館見学 駐屯地施設内の資料館の見学

陸上自衛隊コース（見学プラン）
米子駐屯地で実施します。
※職場を見学し、職業選択の基礎としていただきます。



陸上自衛隊コース（生活体験プラン）

学習項目 細項目 内 容 時間 最大人数

体験学習

全般説明 駐屯地の概要等の説明

２ｈ ２０人

基本教練 敬礼・整列等の基本動作、行進訓練の体験

自衛隊体操 自衛隊式体操の体験

コンパスワーク 歩調の取り方、磁石の使い方、地図の見方等

応急救護体験
（ＡＥＤ体験操作）

ＡＥＤの操作、応急救護体験

ロープワーク ロープワーク法の体験

体験喫食 自衛隊の食事の体験

車両体験試乗 装備品見学と併せて体験

ベッドメイキング体験 ベッドメイキング、整理整頓の体験

６人用テント見学 災害時に使用するテント見学

米子駐屯地で実施します。
※駐屯地の職場を見学すると共に、体験を通じて仕事と活動を理解していただきます。



航空自衛隊基地見学プラン（美保基地）
美保基地で実施します。
※職場を見学し、職業選択の基礎としていただきます。

学習項目 細項目 内 容 時間 最大人数

基地見学

全般説明 基地の概要等の説明

２ｈ ４０人
基地内施設見学 基地施設の説明・見学

基地内装備品等見学 基地に配備されている航空機等の説明・見学

資料館見学 基地施設内の資料館の見学



航空自衛隊基地生活見学プラン（美保基地）

学習項目 細項目 内 容 時間 最大人数

体験学習

全般説明 基地の概要等の説明

７ｈ ２０人

基本教練 敬礼・整列等の基本動作、交信訓練の体験

応急救護体験
（ＡＥＤ体験操作）

ＡＥＤの操作、応急救護体験

自衛隊体操 自衛隊式体操の体験

体験喫食 自衛隊の食事の体験

航空機の見学 管制塔及びラプコンセンターの見学

管制塔等の見学 自衛隊の食事の体験

消防車等の見学 消防車の見学及び防火服等試着

ベッドメイキング体験 ベッドメイキング、整理整頓の体験

美保基地で実施します。
※様々な職種を見学すると共に、体験を通じて仕事と活動を理解して頂きます。



航空自衛隊基地見学プラン（高尾山分屯基地）

学習項目 細項目 内 容 時間 最大人数

基地見学

全般説明 基地の概要等の説明

２ｈ ４０人基地内施設見学 基地レーダー等の説明・見学

基地内装備品等見学 基地に配備されている車両等の説明・見学

学習項目 細項目 内 容 時間 最大人数

体験学習

全般説明 基地の概要等の説明

４ｈ ２０人

車両体験試乗
基地に配備されている車両及び重機の
見学、車両等の試乗又は操作の体験

基地内施設見学 基地レーダー等の説明・見学

基本教練又は体育訓練体験
敬礼、整列等の基本動作、行進訓練、体
力測定等の体験

応急救護体験
（ＡＥＤ体験操作）

ＡＥＤの操作、応急救護体験

体験喫食 自衛隊の食事の体験

航空自衛隊基地生活体験プラン（高尾山分屯基地）



出前講座学習

学習項目 細項目 内容 時間

防災講話

自然災害のしくみ 自衛隊の視点で捉えた「防災」講話、過去の災害
状況、自衛隊の防災への取り組みを行動、活動状
況等を判りやすく説明

1.5h防災の考え方

災害派遣活動状況

○災害体験教育プラン
災害等において使用する工具や手法を体験することで防災意識の向上を図る講話

学習項目 細項目 内容 時間

防災講話

応急救護体験 止血法、応急救急法ＡＥＤ操作

1.5h

災害救助工具体験 災害時に活用される工具の紹介、体験

ロープワーク講習 ロープワークの講習及び体験

災害派遣パネル展示
東日本大震災、九州北部豪雨等の災害派遣状況
のパネル展示

災害派遣隊員講話 災害派遣に出動した隊員の映像を含めた体験談

○防災プラン
災害等における意識の向上を図ることを目的とした講話

学校等へ隊員を派遣し講話等を実施します。



○職業講話プラン
自衛隊の仕事と活動を理解する講座

学習項目 細項目 内容 時間

職業講話

職業講話 陸、海、航空自衛官の職業紹介

1.5ｈ
南極観測船の活動

南極観測船「しらせ」元乗組員による体験講話
（南極の氷体験含む）

●各プランは、基本プランです。
ご希望により、プランの追加、削除、日程、時間調整等は可能ですので、細部につきましては、
申込み時にご連絡ください。
※追加プラン(例）
「航空機操縦手による講話」「航空機整備員の体験談」「気象知識」「レーダー、無線機のしく
み」「ＰＫＯ活動の現場から」など・・
細部はお問い合わせ下さい。



出前講座学習(職業講話例）

南極について

文部科学省の所有する砕氷艦「しらせ」の運用は海上自衛隊が実
施しています。
「しらせ」の元乗組員が、実際に経験した南極の様子や南極に関す
る知識を紹介します。

陸海空自衛官による職場紹介

陸海空各自衛隊員は、各職種に別れて勤務しています。その数は
３自衛隊合わせて９６種類におよびます。各職種のプロフェッショ
ナルが職場の最新状況を紹介します。

パイロットについて

現役の自衛隊航空機パイロットによる職業説明、航空機の基礎知
識、体験談等の講座を準備しています。



職場体験（見学）学習・出前授業メニュー

申込日 年 月 日

学校名等

名称

電話・FAX
Ｅ－MAIL

担当者名

希望内容

希望プラン

参加人数

その他希望事項

希望日時

第１希望
月 日（ ）
時～ 時まで

第２希望
月 日（ ）
時～ 時まで

連絡事項

受付先：自衛隊鳥取地方協力本部 広報班 ＴＥＬ ０８５７－２３－２２５１
ＦＡＸ ０８５７－２３－２２５３

※申込みは希望日の２ヶ月前を基準にお願いします。なお、部隊の都合上ご要望に添えない場合がありますので、予めご了承下さい。
※お申し込み後、細部の調整は、各部隊の担当者から実施いたします。
※見学・体験学習プランをご希望の場合には、後日参加者名簿等を提出して頂きます。
なお、個人情報につきましては、適切に管理し、本支援以外には使用しません。



〒680-0845鳥取市富安2丁目80-4第1地方合同庁舎6階
ＴＥＬ0857-28-2251（代）FAX 2253
Ｅ－ｍａｉｌ：pr1-tottori@pco.mod.go.jp

ホームページ：http://www.mod.go.jp/pco/tottori 

鳥取募集案内所TEL 0857-26-4019

倉吉地域事務所TEL 0858-26-2900

米子地域事務所TEL 0859-33-2440


